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Development of the Carp (Cyprinus Carpio) 





受精卵を，経時的に実体顕微鏡下に観察し，孵化までを記録したものである．受精か ら孵化までの日数 ・時間を以下の 2
例について記す．
第 1例 ：5月27-28日；水温， 22-23℃，孵化まで 3日と 12時間．
第 2例 ：5月5日；水温17-19℃，孵化まで 5日と 4時間．
硬骨魚類では，比較発生学的な特徴を幾つかも っている．ここでは，コイの受精卵分割方式 （動物極側のみで行われる

























(formerly) The Second Department ofNursing, Kawasaki College 




















き，水温はほ26℃，晴天の日を選んで，雌 1尾， 雄 2-
3尾を1つの単位として，それぞれ別々 の水槽に入れ
る．水槽内には産卵用に，予めキンギョ藻を浮かばせ
































せ」ー胞胚 (blastula)を形成 していく （図 4および図
図 2 授精直後の受精卵 X 45 
表 1 受精から孵化までの日数
例 受精の月／日・時 水温 孵化した日時 孵化までの日数
(1) 
5 /27, 22 00 
22-23℃ 5 /31, 10 00 3日と 12時間
(1965) 
(2) 
5 /05, 10. 00 
17-19℃ 5 /10, 14 00 5日と 04時間
(1966) 
























 図 3 進行中の epiboly
胚盤 (blastoderm)周緑の細胞が植物極に向かい，卵黄蔽を裂
って移動 ・伸展していく ．epibolyを先迎する先端部 （矢印）
は，部位によ る細胞移動の遅速などに より ，不揃いで波状ない





































嚢胚 (gastrula)形成の間に胚盾 (embryonicshield) 
が現れ叫神経胚 (neurula)へと発生が進んでいく（図



















1 a : 2分割卵 ；動物極側からみる 1 b :同， 側面からみる
2 a : 4分割卵； 動物極側から 2 b :同， 側面から
3 : 8分割卵；固定標本 4 : 16分割卵
図 5 卵割から孵化まで （シリーズ(1)-(11),
特に記載のないものは倍率 X 31.5 
5 : 32分割卵
ビ':• ''  f 









7 a :分割細胞群の切片標本 X 70 
硬骨魚 ・コイの発生
6 :桑実胚 (morula)；固定標本
7 b :同，表層部の拡大 (Bm:分割細胞群， Yg:卵黄粒） X 168 
8 a, b（右） ：桑実胚分割細胞の電子顕微鏡写真（ b, 矢印は細胞の境界） X 10,600 
31 
32 藤 本 十四秋
9 a, b（右） ：胚盤形成期， bは側面観； 辺緑からの epibolyで，のち胞胚か形成されていく
10 a, b（右） ：胚盾の形成一嚢胚 ；のち胚体が出現してくる (bの矢印）
1 a, b（右） ：神経胚早期， bは固定標本 ；前方は脳， 背方は脊髄の，それぞれ原基
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15 :孵化中； 卵膜が破れ，尾を伸ばして出て行く X 19.6 
34 藤本十四秋
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